






























































































Mayx's Grundrisse and Hegel's LDgic,
Logik der Produktion : MarnS Grundrisse und Hege血























































































































































































｢≠e Money of SpiritJ
｢二重の不変資本問題の理論射程｣
｢(二重の不変資本問題)の意義｣
｢『資本論』形成史研究の旅｣
｢三木活の自由主義思想と創造的社会論｣
｢初期マルクスの(社会的諸個人)把握｣
｢三木清の社会科学摂取の問題像｣
第14号｡
『クライシス』　　　　学術論文単著
『経済評論』　　　　　学術論文単著
『専修大学社会科学研　学術論文単著
究所月報』第202号
『専修大学社会科学研　学術論文単著
究所月報』第203号
『経済評論』　　　　　学術論文単著
『専修経済学論集』第　学術論文単著
15巻第2号
『(専修大学社会科学研　学術論文単著
究所)社会科学年報』
第18号
『専修大学社会科学研　学術論文単著
究所月報』第223号
『専修経済学論集』第　学術論文単著
17巻第3号
『専修大学社会科学研　学術論文単著
究所月報』第249号
『専修経済学論集』第　学術論文単著
38号
『専修大学社会科学研　学術論文単著
究所月報』第266号
『専修大学社会科学研　学術論文単著
究所月報』第272号
『専修経済学論集』第　学術論文単著
21巻第1号
『経済評論』　　　　　学術論文単著
『(専修大学社会科学研　学術論文単著
究所)社会科学年報』
第22号
『(専修大学社会科学研　学術論文単著
究所)社会科学年報』
第24号
『専修大学社会科学研　学術論文単著
究所月報』第302号
『専修経済学論集』第　学術論文単著
25巻第2号
1991年03月
1992年03月
1992年11月
1993年03月
1993年05月
1993年09月
1994年09月
1995年07月
1996年07月
1997年03月
1998年04月
1999年01月
1999年03月
1999年03月
1999年11月
2000年01月
2000年03月
2001年04月
2002年05月
2002年11月
2003年01月
2003年04月
2004年01月
2004年02月
｢三木清における(基礎経験)概念の成立｣
｢労働時間短縮の問題像｣
｢最近の『資本論』形成史研究｣
｢日本資本主義の(洗練)｣
｢マルクス自由時間論と日本資本主義の(洗練)｣
｢なぜ自由時間か｣
｢マルクスの自由時間論｣
｢マルクスとエンゲルスの知的関係｣
｢再生産形態としての価値形態｣
｢平田清明　市民社会論が意味するもの｣
｢三木活の構想力論｣
｢マルクスになにが読めるか｣
｢マルクス･エピクロス･ヘーゲル｣
｢自由時間｣
｢転機の市民社会論｣
｢現実概念としての世界史｣
｢スピノザの大衆像とマルクス｣
｢平田市民社会論と(地主国家資本主義)｣
｢マルクス研究の現状と21世紀的課題｣
｢三木活に投影する開発独裁国日本｣
｢三木活のマルクス受容｣
｢『ドイツ･イデオロギー』の編集問題･原蓄論･
物象化論｣
｢ネグリ『経済学批判要綱』論の問題像｣
｢三木清は戦後日本でいかに読まれたか｣
『(専修大学社会科学研　学術論文単著
究所)社会科学年報』
第25号
『(専修大学社会科学研　学術論文単著
究所)社会科学年報』
第26号
『経済学史学会｢年報｣』学術論文単著
『情況』　　　　　　　学術論文単著
『経済評論』　　　　　学術論文単著
『書斎の窓』　　　　　学術論文単著
『社会思想史研究』第　学術論文単著
18巻
『月刊フォーラム』　　学術論文単著
『専修経済学論集』第　学術論文単著
31巻第1号
『神奈川大学評論』　　学術論文単著
『(専修大学社会科学研　学術論文単著
究所)社会科学年報』
第32号
『理想』第662号　　　　学術論文単著
『専修経済学論集』第　学術論文単著
33巻第3号
『書斎の窓』第482号　学術論文単著
｢20世紀をふりかえる
2｣
『アソシエ』第1号　　学術論文単著
『情況』　　　　　　　学術論文単著
『専修経済学論集』第　学術論文単著
34巻第3号
『アソシエ』第6号　　学術論文単著
『経済学史年報』第39号　学術論文単著
『専修経済学論集』第　学術論文単著
36巻第2号
『聖学院大学研究所紀　学術論文単著
要』第25号
『情況』　　　　　　　学術論文単著
『情況』　　　　　　　学術論文単著
『アソシエ』第12号　　学術論文単著
207
2004年03月
2005年05月
2005年10月
2005年12月
2006年06月
2007年01月
2007年03月
2007年05月
2007年11月
2008年06月
2008年07月
2008年11月
2008年12月
2009年03月
【学会報告】
1983年11月
1993年10月
【翻訳】
1970年11月
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｢三木清の真偽論と人間解体-再生論｣
｢私のマルクス研究の現段階｣
｢三木清の東亜協同体論｣
｢三木活のファシズム批判の世界性と『構想力の論
理』｣
｢三木活の京都学派批判｣
｢三木活の人間存在論｣
｢三木清の戦時レトリックと戦時日本社会論｣
｢贋松渉編『ドイツ･イデオロギー』の『資本論』
形成史上の意義｣
｢マルクスのアリストテレス『デ･アニマ』研究の
問題像｣
｢啄木の秋風,秋理の秋風｣
｢市民社会の三段階論一束アジアの歴史理論的現段
階の位置づけをめざして｣
｢マルクスは再帰する｣
｢『経済学批判要綱』とフランス革命｣
｢三木清『構想力の論理』の問題像･形成過程･論
理構造｣
報告｢中期マルクスの経済学｣ (経済学史学会:共
通論題(マルクスの経済学- 『経済学批判要綱』
を中心に-)
報告｢マルクスの自由時間論｣ (社会思想史学会主
催:シンポジウム　マルクスにおける死せるもの,
生けるもの)
『(専修大学社会科学研　学術論文単著
究所)社会科学年報』
第41号
『季刊　唯物論研究』学術論文単著
第92号｡
『専修大学社会科学研　学術論文単著
究所月報』第508号
『アソシエ』第16号　　学術論文単著
『アソシエ』第17号　　学術論文単著
『アソシエ』第18号　　学術論文単著
『(専修大学)社会科学　学術論文単著
年報』第41号
『情況』 5月号別冊　　学術論文単著
『季報　唯物論研究』学術論文単著
No. 102｡
『専修大学社会科学研　学術論文単著
究所月報』 No.540｡
『FORUM OPINION』学術論文単著
No. 2
『アソシエ21ニュー　学術論文単著
ズレター』
『千葉大学経済研究』学術論文単著
第23巻第3号
『専修経済学論集』第　学術論文単著
43巻第3号
於･広島大学
於･北海道大学
オーギュストコルニュ著『マルクスの思想的原像』　社会評論社　　　　　　翻訳単著
1973年08月　　オーギュスト･コルニュ著『マルクスの思想的原　社会評論社
像』増補改訂版
1989年05月　　テレル･カーヴァ-著『エンゲルス』　　　　　　雄松堂出版
1995年11月　　テレル･カーヴァ-著『マルクスとエンゲルスの　世界書院
知的関係』
1996年05月　　テレル･カーヴァ-著･論文｢政治分析における『月刊フォーラム』
新しい基準｣
1998年04月　　ハヨ･クロンバハ｢知的ニヒリズムを超えて｣　　『情況』
【講座】
2004年5月～　≪アソシエ学術思想講座≫ ｢三木清｣
2005年4月
2005年5月～　≪アソシエ学術思想講座≫ ｢『経済学批判要綱』を読
2006年4月　む｣
2006年5月～　≪アソシエ学術思想講座≫ ｢『資本論』形成史｣
2007年4月
【講演】
2004年09月　｢贋松哲学の淵源としてのカントヘーゲル･マル　現代史研究会
クスーマルクス物象化論を中心にして-｣
2008年02月　｢東アジアと市民社会の形成｣主催･ ｢現代の理
論･社会フォーラム｣
2008年02月　｢東アジアの思想的源流｣国際アジア共同体学会
2008年03月　｢平田清明『(第二遺稿集)　平田清明　市民社会
に生きる』｣をめぐって｣
2008年06月　｢三木晴の思想的特長｣
【対談･討論】
1973年04月　　対談:柴谷篤弘･内田弘｢反科学とマルクキシズ
ムとの出会い｣
1974年12月　　討論:杉原四郎･沖浦和光･内田弘｢マルクスに
おける　≪自由≫概念｣
2005年04月　　対論:高橋順一･内田弘｢三木清の世界｣
【書評論文】
2006年05月　｢マルクス　パリ手稿｣ (山中隆次編訳｣　　　　　『アソシエ』第17号
翻訳単著
翻訳単著
翻訳単著
翻訳単著
翻訳単著
於･アソシエ事
務所(東京神田)
於･アソシエ事
務所(東京神田)
於･アソシエ事
務所(東京神田)
於･明治大学駿
河台リバティタ
ワー
於･明治大学
於･専修大学神
田校舎
於･学士会館
(東京･神田)
於･｢霞城館｣ (兵
庫県たつの市)
『朝日ジャーナ
ル』
『現代の理論』
『情況』
学術論文単著
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2007年08月　｢日山紀彦『(抽象的人間労働論)の哲学』｣
【書評】
1973年01月～ ｢思想時評｣
12月
1975年03月
1976年03月
1976年04月
1981年03月
1993年10月
1997年09月
2007年04月
2008年02月
2008年04月
2008年09月
その他,多数｡
D.ウインチ『古典派経済学と植民地』
宇野弘蔵･梅本克己『社会科学と弁証法』
正村公宏『計画と参加の経済学』
内田義彦『作品としての社会科学』
平田清明『市民社会とレギュラシオーン』
『贋松渉著作集』
津田雅夫『人為と自然』
平田清明『平田清明　市民社会を生きる』
清真人･室井美千博･他『遺産としての三木清』
呉軍華『中国一静かなる革命-』
【ェッセイ】
2009年01月　｢三木清の故郷の思想的気風｣
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『アソイエ』第18号
『図書新聞』
『図書新聞』
『出版ニュース』
『朝日ジャーナル』
『図書新聞』
『東京新聞』
『社会思想史研究』第
21号
『週刊読書人』
『週刊読書人』
『週刊読書人』
『週刊読書人』
『霞城館だより』
学術論文単著
評論単著
評論単著
評論単著
評論単著
評論単著
評論単著
評論単著
評論単著
評論単著
評論単著
評論単著
評論単著
